















本研究では 2010年 8月 10日に起きたフレアを解析して、上記の問題に取り組んだ。解析
には Solar Dynamics Observatory / Atmospheric Imaging Assembly (SDO/AIA)と Solar





出現している時に大きく (  90 km s 1) 消失した時に小さくなっていた (  10 km s 1)。













(a) (b) Arrows: plasma flow
図: SDO/AIAの 193Aの画像 (左)とそれから推測される磁場構造図 (右)。
Reference:
Takasao, S., Asai, A., Isobe, H., and Shibata, K., 2012, ApJL, 745, L6
(高棹真介 記)
22
